
はじめに

愛知県下のニホンカモシカ（Capricornis crispus）の

分布域は 1970 年代前半までは奥三河地域の一部に限

られ，愛知県からその姿が消えるのは時間の問題であ

るとされていた（宮尾ほか，1984）．しかし，1970 年

代後半以降，その分布域は奥三河地域から著しく拡大

し，2005 年時点での県下の分布域は岡崎市，瀬戸市，

豊川市，豊橋市，豊田市，新城市，設楽町，東栄町，

豊根村の 10 市町村に及んでいる（愛知県，2007）．

2009 年 11 月 18 日, 豊川市財賀町の山林においてニ

ホンカモシカの死亡個体が発見され，豊川市教育委員

会の御厚意により豊橋市自然史博物館で晒骨標本とし

て保管されることとなった．愛知県での分布域のほぼ

南端と考えられる豊川市において，ニホンカモシカの

これまでの報告は，豊川市三上町での目撃報告（原田，

1998）やアンケート調査および聞き取り調査結果によ

る本宮山周辺での生息情報（愛知県，2007）など伝聞

や目撃に基づくもののみであった．また，2005 年以

降も旧一宮町を含む豊川市内でニホンカモシカの死亡

個体が確認されたことは無い（豊川市教育委員会前田

清彦氏，私信）．

従って，死亡個体に基づく豊川市でのニホンカモシ

カの確認は本個体が初めてである．また，2009 年現

在において，本個体は愛知県での分布の南端付近で得

られた標本となる．

発見地点と経緯

2009 年 11 月 18 日，愛知県豊川市財賀町穴河の山

林にてニホンカモシカの新鮮な死亡個体を豊川市猟友

会の倉富正昇氏と馬場重久氏が発見した（第 1 図）．

愛知県東三河事務所および豊川警察署による現場検

証で本個体の左胸部に散弾による銃創が 1 ヶ所確認さ

れたため，本個体は狩猟中の誤射が原因で死亡したと

推測された．また，2009 年度の狩猟解禁日が 11 月 15

日であったことから，本個体は 11 月 15 日から 18 日

の間に死亡したと併せて推定された．報告を受けた豊
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第 1 図．発見地位置図．
黒丸が発見地．国土地理院発行 2.5 万分の 1 地形図

「御油」使用．



川市教育委員会は文化庁に文化財保護法第 33 条に基

づく滅失届を申請するとともに，本個体を豊橋市自然

史博物館へ譲渡した．

個体記録

本個体はオスで，角輪数が 6 であることから 7 歳の

成獣であると推測された（第 2 図）．

外部計測値は以下のとおりである．なお，計測値の

うち，胸囲と角長は杉村・鈴木（1992），その他は阿

部ほか（1994）に従った．また，体重は計測機器の不

備により計測できなかった．

全長　　　115.8cm

尾長　　　 5.2cm

頭胴長　　110.6cm

胸囲　　　 74.0cm

肩高　　　 74.5cm

後足長　　 29.9cm

耳長　　　 10.7cm

角長　　　 13.8cm

左胸部に散弾による銃創 1 ヶ所，左耳介および口唇

部に死後他の動物に齧られたと思われる欠損，胴部右

側面に沈降性鬱血による広範囲に渡る皮下織の浮腫が

各々認められた．これら以外に目立った外傷および病

変は認められなかった．

なお，本個体は晒骨標本（TMNH-MA-304）として

豊橋市自然史博物館に登録・保管されている．

謝　　辞

ニホンカモシカ死亡個体の引き取りに際して便宜を

図っていただいた豊川市猟友会の倉富正昇氏，馬場重
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第 2 図．豊川市財賀町穴河で発見されたニホンカモシカの死
亡個体．




